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《
対
面
式
・
部
活
動
説
明
会
》
４
月
９
日
（
金
）

第
２
体
育
館
で
在
校
生
が
出
迎
え
る
中
、
対
面
式
が
新
入
生
入
場
で
始
ま
り

ま
し
た
。
生
徒
会
主
催
で
、
進
行
や
開
式
・
閉
式
の
言
葉
を
生
徒
会
役
員
が
務

め
ま
し
た
。
教
頭
先
生
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
生
徒
会
長
の
髙
屋
敷
さ
ん
か
ら
歓

迎
の
言
葉
が
あ
り
、
新
入
生
代
表
と
し
て
島
崎
龍
司
君
が
立
派
に
あ
い
さ
つ
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
部
活
動
説
明
会
が
行
わ
れ
、
各
部
の
代
表
か

ら
、
入
部
の
勧
誘
と
部
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

校
門
前
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
開
花
し
、
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
入
学
式
に
新
入
生
全
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
３
月
と
４
月
は
い
つ
も
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。

３
月
に
４
年
生

名
が
卒
業
し
て
い
き
、
４
月
に
新
た
に
１
年
生
８
名
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が
入
学
し
ま
し
た
。

職
員
で
は
、
髙
張
校
長
が
退
職
さ
れ
、
新
た
に
塩
田
校
長
、
音
楽
の

福
島
先
生
、
情
報
は
全
日
制
の
林
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

【
転
出
者
】
髙
張
浩
一
校
長
（
在
職
２
年
・
退
職
）

【
転
入
者
】
塩
田
久
敬
校
長
（
板
倉
高
校
よ
り
）

福
島
陽
子
先
生
（
音
楽
）、
林
健
太
郎
先
生
（
情
報
・
兼
）

《
入
学
式
・
始
業
式
》
４
月
８
日
（
木
）

午
後
４
時

分
よ
り
、
前
山
同
窓
会
長
、
岡
Ｐ
Ｔ
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Ａ
会
長
、
新
入
生
保
護
者
が
見
守
る
中
、
令
和
３
年

度
入
学
式
が
第
２
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
始
ま
る
高
校
生
活
に
期
待
と
不
安
を
抱
え
、

８
名
全
員
が
揃
っ
て
式
典
に
臨
み
ま
し
た
。
担
任
か

ら
呼
名
さ
れ
る
と
、
し
っ
か
り
と
返
事
を
し
、
校
長

先
生
か
ら
入
学
を
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
式
後
に
は
教

頭
先
生
か
ら
担
任
と
副
担
任
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
入
生
は
教
室
に
移
動
し
、
初
め
て
の
ホ

ー
ム
ル
ー
ム
を
行
い
、
体
育
館
で
は
保
護
者
会
が

行
わ
れ
、
担
任
と
の
懇
談
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
学
式
が
終
わ
り
、
午
後
６
時

分
か
ら
は
、

30

新
任
式
と
新
年
度
最
初
の
始
業
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
任
式
で
は
、
本
校
卒
業
生
で
も
あ
る
塩
田
校

長
先
生
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
始
業
式
の
あ
と
、
各

学
年
と
も
新
ク
ラ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

《
生
徒
総
会
》
５
月

日
（
金
）
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昨
年
度
の
生

徒
総
会
は
学
校

休
業
で
７
月
で

し
た
が
、
今
年

度
は
予
定
通
り

行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
年
度
は
各

行
事
が
実
施
で

き
る
よ
う
、
感

染
防
止
と
工
夫

を
し
っ
か
り
行

っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
感
染
防
止
対
策
】

登
校
時
の
体
調
確
認
と
検
温
、
手
指
消

毒
を
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
授
業

で
の
座
席
は
各
々
が
離
れ
て
座
り
、
授
業
後
に
は
扉
な
ど
み
ん

な
が
手
を
触
れ
る
と
こ
ろ
の
消
毒
も
続
け
て
い
ま
す
。

《
こ
こ
ろ
の
教
育
事
業
①
》

５
月

日
（
金
）

14

１
年
生
を
対
象
に
Ｓ
Ｃ
の
須
永
華
織

先
生
か
ら
『
話
す
こ
と
・
聴
く
こ
と
』

に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

こ
こ
ろ
の
教
育
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
み
ん
な
が
マ
ス
ク
を
し
、

間
隔
を
空
け
て
生

活
を
す
る
現
状
で

は
、
人
間
関
係
づ

く
り
も
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
と
て

も
大
切
な
テ
ー
マ

だ
と
思
い
ま
す
。
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館林高校定時制

【令和３年度 定時制職員】

【入学許可された新入生達】

【厳粛な中での入学式】

【１学期始業式に臨む在校生】

【高校最初のＨＲ】

【新入生を待つ在校生】

【生徒会長の歓迎の言葉】

【運営する生徒会役員達】

【部活動紹介(文芸部)】

【須永先生の話を聴く１年生】

【生徒会役員】 【生徒会長あいさつ】


